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釧路市の地図 

釧 路 商 工 会 議 所  

        

機関名 釧路商工会議所 

所在地 北海道釧路市大町１－１－１ 

電話番号 ０１５４－４４－００６７ 

地域概要   (1)管内人口    ２７万６千人 
(2)管内商店街数  １７商店街 

（釧路市商連加盟数） 

(1)商店街数    ８  商店街 (2)会員数     ４２６商店 
事業の対象とな

る商店街の概要 
(3)空店舗率    １５．８ ％ 

（平成14 年度調べ） 
(4)大型店空き店舗 ６   店 

商店街の類型 1.超広域型商店街 2.広域型商店街 3.地域型商店街 4.近隣型商店街 
      

【事業名と実施年度】 

 

平成12 年度 駐車対策事業  循環バスの運行 

総事業費  14,000 千円   

 
【 事 業 実 施 内 容 】  

    

１.背景 

 釧路の顔とも言える北大通りを中心として駅西地区を含めた都心部は全長にしておよそ

1km近くの距離があり、その真中を通る道路は片側3車線の幅を持つ幹線道路となっている。

その距離に加えて都心部に入る車の駐車場は、その両サイド及び周辺に大きなスペースが確

保されており、都心を訪れる市民にとって利用しやすいものではなく、また、気候的にも市

民が回遊するのに良い環境とは言えない。このようなことから、これまで街の顔として位置

付けられてきた都心部に空き地・空き店舗が加速的に増加してきている。 

 このような状況に対して、平成 6 年

度より都心部商店街は大型店を巻き込

んだセールや、各種イベント、インタ

ーンネットを使った情報事業、カルチ

ャースクール、チャレンジストア等の

事業を実施してきた。  

 駐車場対策としては、平成 6 年のゴ

ールデンウィーク期間中に金融機関の

無料解放を実現させた他、都心部にあ

る駐車場を利用できる「共通駐車券事

業」を平成 7 年度よりスタートした。 

 中心部の交通混雑の緩和を図るとと

もに、大気汚染等の環境問題の改善へ

の寄与、かつ近い将来に到来する高齢
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循環バス「くるりん」の様子 

循環バス「くるりん」の運行経路図 

化社会の交通弱者にも大きな役割を期待しつつ、平成10 年度に補助事業として採択され、循

環バス「くるりん」の運行をスタートした。 

これまで、無料運行を3 年間続けたが、補助が途切れた13 年度からは 100 円のワンコイン

バスとして現在も運行中、15 年度も運行の予定。 

 

２．事業内容 

 都心における利用者の回遊性を図

ること、交通混雑の緩和を図る為、

既存のバス路線を持つ会社と契約を

結び、1 日 18 便、午前 10 時から午

後 7 時迄の間 30 分間隔で運行した。

平成 10 年度から 3 年間は無料、13

年度からは 100 円バスとして運行。

平成12年4月より翌年の3月までの

12 ヶ月間、毎日午前 10時より午後 7

時までの間、1周約30 分の循環バス

を運行し、主だった駐車場、都市部

商業施設、公共施設を結んだ。   

料金は4月から1月までの機関は､

従来通り無料とし、2 月～3 月の期間

は実験期間として有料による運行を行なった。 
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【 効 果 】 

 

 無料循環バス「くるりん」は、平成 10年 6 月末に運行を開始してから、利用者の支持を受

け、利用者数は順調に推移し、平成 13 年 2月で累計 578,321 人に達した。月別の利用状況で

は、観光シーズンとも重なる7月及び 8 月が1月の利用者が2万人を超え、有料の実験が始

まった2月を除くとコンスタントにひと月に 1万6 千人台の利用状況となっている。 

平成11 年度との月別利用者数の比較でもほとんど同じ数字で推移しており、完全に市民及

び外来の観光客の方々に定着したものと思われる。  

 1 バス当たりの平均乗降客数をみても、約 30 人となっており、平成 11 年度とほぼ同じ数

字で、依然として「くるりん」の定員 29 人を上回る利用状況であり、「くるりん」の集客効

果を示す結果と判断される。 

 マスコミ等の評価は非常に高く、利用者にも好評であったが、但し、商店街の活性化に結

びついたかは疑問である。 

 

【課題・反省点】 

 

１．既存路線バスとの調整 

２．南大通りバス設置の必要性 

３．くるりんと連動した販売促進の強化 

４．運行経費の確保 

５．共通バス券発行の検討 

６．ポイントカード利用の検討 

７．行政等の支援の確保 

     

【 教 訓 】 

無料の時には非常に好評であったが、有料化により利用者は大きく落ち込んでいる。 

 

【 関 連 U R L 】 

釧路商工会議所 http://www.kuhcci.or.jp/ 

くしろ街づくり支援センター www.kuhcci.or.jp/tmo/ 
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新聞に掲載された記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


